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鶴見区区政会議 平成 30年度第 2回地域保健福祉部会議事録（要旨） 

 

１ 日    時  平成 30年 11月１日（木） 19時 00分～20時 32分 

 

２ 場    所  鶴見区役所 ４階 402会議室 

 

３ 出 席 者  

  （委員） 

  山田部会長、柴田副部会長、笹原委員、高田委員、伴委員、久木委員、吉江委員 

 

  （区役所） 

  河村区長、野村副区長、谷上保健福祉課長、貴志生活支援担当課長、 

  嶋原市民協働課長、松井子育て支援・保健担当課長、奥本政策推進担当課長 

河本保健福祉課福祉担当課長代理、秋山保健福祉課保健担当課長代理、 

金森保健副主幹兼担当係長、大田保健福祉課担当係長、小谷保健福祉課担当係長、 

古田保健福祉課担当係長、野上市民協働課担当係長兼保健福祉課担当係長 

 

４ 議    題 

  １ 区政会議における意見への対応状況 

  ２ 平成 31年度鶴見区運営方針のたたき台について 

  ３ 鶴見区区政会議委員評価シート（結果） 

４ 区政会議に関するアンケート（結果） 

５ その他 

 

５ 議    事 

  （１） 河村区長開会のあいさつ 

 

  （２） 平成 31年度鶴見区運営方針たたき台について説明（健康づくり） 

      鶴見区区政会議委員評価シート（結果）について説明（健康づくり） 

      区政会議に関するアンケート（結果）について説明（健康づくり） 

      ➢ 委員からの質問・意見等 

 メタボ率が高い年齢層はあるのか。 

             → 年齢層ごとのメタボ率は出ていないが、BMI２５以上の肥満者の

割合は出ている。 

              BMI２５以上の方は、平成 28 年度女性が 18.8％、男性が 32.4％

である。10歳ごとの年齢層でみると、男性はおおむね同じ比率で
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あり、例えば 40歳から 49歳では 36.5％で 70歳から 74歳は 22％

である。女性では 40 歳から 49 歳が 19.3％で 70 歳から 74 歳で

24.2％であり、男性、女性とも年齢層での大きなばらつきは見られ

ない。 

 メタボにはウォーキングが非常にいいと思うが、具体的にどのように

進めていくのか。 

→ 今後も鶴見緑地を活用したウォーキング教室を開催していきたい

が開催回数等についてはアンケート結果等を踏まえ検討していく。 

 区社会福祉協議会の野菜づくりで仲間づくりをする取組みは健康寿命

延伸にもつながると思う。また、食にもつながり、健康の維持もできる。 

 百歳体操はビデオを見ながら実施しているため、だんだんと自己流に

なってしまっている。指導者等の派遣などをしてもらえないか。 

→ 立ち上げ初年度は 4 回、次年度継続について 1 回、また希望され

る地域に技術指導等を行っている。 

   

（３） 第 1回全体会における主な意見について説明（地域福祉） 

    平成 31年度鶴見区運営方針のたたき台について説明（地域福祉） 

    地域コミュニティの活性化について説明 

      ➢ 委員からの質問・意見等 

 町会加入については、建物が建つ前にディベロッパー（開発業者）等を

呼び、町会に入るよう伝えてもらうように言っている。建つ前に全て行

う必要がある。 

 平成 31年度の福祉施策は現状のままか。 

→ 地域福祉ネットワーク活動推進事業については、一定検討してい

く必要があると考えている。有償ボランティア（あいまち）や、つ

なげ隊、コミュニティソーシャルワーカーの設置については継続

して取り組みたいと考えている。 

 事業委託では成果報告だけでなく、課題となった部分の方が大事で、拾

い上げないと地域の現状が見えてこないと思う。区役所や区社会福祉

協議会で拾い上げていくことが必要であると思う。 

 各地域は担い手不足に悩んでいるが、ツルラボやつるばた会議で担い

手不足解消につながる具体的な事例の話はあったのか。 

→ 先日のツルラボは「若者が活躍する地域活動とは」をテーマに開催

した。その中で、若手の方が積極的に地域に関わっている事例の報

告があり、参加した他地域の方々に共鳴いただけたと思う。 
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  （４） 鶴見区区政会議委員評価シート（結果）について説明 

  （５） 区政会議に関するアンケート（結果）について説明 

     ➢ 委員からの質問・意見等 

 評価シートについて、答えが抽象的である。もう少し具体的な意見が聞

きたいと思うので、今後検討してほしい。 

 市外で働いていると鶴見区のことがよくわからないため評価シートの

回答に非常に困った。 

また、鶴見区のいろいろな情報などはどのようにすれば得ることがで

きるのか。 

→ 評価シートについては、「思う」から「思わない」までの 4段階

で点数を出しており、イベント内容等が詳しく分からない場合に

ついては「わからない」の項目を設けている。 

  また、区政会議委員の皆さんへ毎月、区役所が行うイベント、事

業のチラシを送付させていただいているので参考にしてほしい。 

 

  （６） 事務連絡 


